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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
８

０
８

回
 

 
 

小
瀧

螺
雲

師
主

宰
の

山
伏

修
行

体
験

と
高

野
山

案
内

 

 実
施

日
；

２
０

１
５

年
５

月
９

日
（

土
）

 
曇

り
後

小
雨

 

参
加

者
；

玉
岡

憲
明

・
玉

岡
明

・
川

島
功

・
沖

﨑
吉

信
・

根
木

俊
明

・

生
熊

敏
男

・
生

熊
千

満
子

・
畑

林
秀

味
・

畑
林

清
子

・
 

 
 

 

大
江

加
予

子
・

松
本

邦
子

・
中

川
治

平
・

榎
本

康
夫

・
 

 
 

 

奥
村

順
夫

・
舟

瀬
蔀

・
田

中
稔

明
・

佐
藤

宏
子

・
石

橋
哲

郎
 

 

石
橋

隆
子

・
濱

野
兼

吉
 

 
 

 
 

 
 

 
計

２
０

名
 

 

新
宮

５
時

３
０

分
発

。
集

合
時

間
５

時
４

５
分

と
思

っ
て

・
・

・
、

螺

雲
師

の
お

導
き

か
、

弘
法

大
師

が
背

中
を

押
し

て
下

さ
っ

た
の

か
、

中
央

通
り

の
交

差
点

で
皆

さ
ん

に
拾

っ
て

い
た

だ
い

た
お

蔭
で

、
高

野
山

に
い

ざ
な

っ
て

貰
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

、
全

く
感

謝
で

す
。

 

今
回

は
国

道
１

６
８

号
を

北
上

し
て

十
津

川
村

、
五

條
市

大
塔

町
小

代

か
ら

左
折

し
て

県
道

天
川

・
野

迫
川

線
を

経
て

高
野

山
へ

。
龍

神
ス

カ
イ

ラ
イ

ン
を

通
る

よ
り

も
、

４
５

キ
ロ

程
近

い
と

の
こ

と
で

す
。

順
調

良
く

進
み

待
ち

合
わ

せ
場

所
の

高
野

山
大

学
玄

関
に

は
８

時
前

に
到

着
。

 

高
野

山
開

設
１

２
０

０
年

の
大

法
会

な
ど

で
、

盛
況

で
駐

車
場

は
直

ぐ

に
満

杯
に

な
っ

た
。

 

堺
市

の
佐

藤
さ

ん
、

和
歌

山
市

の
石

橋
さ

ん
ご

夫
妻

も
参

加
さ

れ
当

ぐ

る
ー

ぷ
か

ら
２

０
名

の
参

加
が

あ
り

門
前

で
自

己
紹

介
。
我

々
以

外
に
「

童

子
の

会
」
の

方
１

５
名

程
の

参
加

が
あ

り
３

５
名

で
行

動
す

る
と

の
こ

と
。
 

９
時

出
発

で
あ

っ
た

が
、

駐
車

場
が

遠
い

所
し

か
な

く
、

女
人

堂
で

他

の
方

を
待

つ
こ

と
に

な
り

、
螺

雲
師

の
先

導
で

不
動

坂
口

の
女

人
堂

に
向

い
ま

し
た

。
 

か
っ

て
、

女
人

堂
は

高
野

山
に

八
ケ

所
に

そ
れ

ぞ
れ

あ
っ

た
そ

う
で

す

が
、
現
存

す
る

の
は

こ
こ

１
カ

所
だ
け

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

と
い

う
こ

と

で
す

。
女

人
堂

の
真

向
か

い
に

お
竹
地
蔵
様

が
祀

ら
れ

て
い

る
。

 

 
 

 
 

高
野

山
大

前
に

て
 

 
小

瀧
螺

雲
師

と
玉

岡
前

代
表

 
女

人
堂

で
螺

雲
師

説
明

 
 

女
人

堂
で

は
、
螺

雲
師

よ
り
入
峰

に
向
け

て
の
心
得

、「
先
達

の
脚
跡

に

同
じ
様

に
置

き
続

く
」
「
伝
達
事
項

を
き

ち
ん

と
守

る
」
「

口
伝

は
人

に
話

し
て

は
な

ら
な

い
」
「

師
か

ら
の
教
え

は
自

分
の

み
」

の
指
示

を
授

か
り

、

師
か

ら
頂

い
た

お
香

で
伝
授

の
作

法
で
躰

を
清
め

、
９

時
４

５
分
弁

天
岳

に
向
け

山
道

を
歩

き
始
め

ま
し

た
。
同

行
し

た
行

者
さ

ん
が
ホ

ラ
貝

で
出

発
の

合
図
や

進
行

中
の

合
図

を
奏

で
、
宗
派

に
よ

る
吹
奏

の
違

い
や
伝
達

手
段

と
し

て
の
ホ

ラ
貝

の
奏

で
方

の
違

い
も
教

わ
っ

て
、
修
験

者
気

分
に

ひ
た

り
ま

し
た

。
 

山
道
脇

の
チ
ゴ
ユ
リ
や
ア
マ
ド
コ

ロ
を
写
真

に
撮

っ
て
最

後
尾

ま
で

下

が
り

、
高

野
の
森

の
新
緑

を
満
喫

し
な

が
ら

、
同
じ

新
緑

で
も
私
達

の
住

む
照
葉
樹

林
の

熊
野

の
森

と
の
違

い
が

わ
か

り
ま

し
た

。
 

山
内

を
渡

る
風

も
爽
や

か
に

大
変
心
地

よ
く

通
り
ぬ
け

、
風
薫

る
５

月

の
素
晴

ら
し

さ
を
肌

に
感
じ

ま
す

。
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途
中

、
螺

雲
師

よ
り

山
に
入

り
抖
擻

を
行

う
こ

と
は

、
執

着
心

を
捨

て

裸
一
貫

に
な

っ
て
穢

れ
を
払

う
こ

と
で

、
不
安
や

ま
よ

い
を
捨

て
清

ら
か

な
心

に
な

る
。「
六

根
清
浄
・
懺
悔

、
懺
悔

」
と
叫
び
歩

く
よ

う
に

と
の
指

示
が

あ
り

、
師

の
後

に
続

い
て
唱

和
し

な
が

ら
１

０
時
半

前
に
弁

天
岳

山

頂
へ

。
山
頂

に
は
嶽
弁
財

天
社

が
あ

り
、
般
若
心

経
・
天
狗

経
を
唱
え

た
。

 

 
 

 
 

弁
天

岳
登

り
の

休
憩

・
抖

擻
行

と
は

・
・

 
嶽

弁
財

天
社

で
般

若
心

経
！
 

弁
天
岳

（
９

８
４
．

５
ｍ

）
山
頂

に
は
三
等
三
角

点
が

あ
り

、
眼

下
に

は
九
度

山
、

高
野

口
の

町
並

み
や

、
紀
ノ

川
そ

し
て
Ｊ
Ｒ

和
歌

山
線

が
あ

り
、

遠
く
霞

ん
で
葛
城

山
山
系

が
見
え

る
。

師
は

大
峰

の
修
験

も
厳

し
い

が
、
テ

ン
ト

と
水

を
持

参
し

て
抖
擻

す
る
葛
城
修
験

も
非
常

に
厳

し
い

「
行

」
で

あ
る

、
と
語

ら
れ

た
。

 

弁
天
岳

か
ら

下
山

し
１

１
時
頃

に
大

門
へ

、
こ

こ
か

ら
は

お
大

師
さ

ん

の
瞑
想

の
邪
魔

を
し

な
い

よ
う

に
、
鳴

り
物

は
禁
止

さ
れ

て
い

る
と

の
こ

と
で

、
行

者
さ

ん
達

は
ホ

ラ
貝
等

の
鳴

り
物

を
仕
舞

う
。

 

大
門

か
ら

の
入

場
は
僧
侶

に
と

っ
て
禁
忌

と
の

こ
と

で
、

螺
雲

師
は

門

外
か

ら
私
達

は
正
面

か
ら
入

り
ま

し
た

。
 

高
野

山
は
落
雷

に
よ

る
焼
失

も
あ

り
、
壇

上
伽
藍

の
中

門
は

、
こ

の
４

月
に
再
建

さ
れ

、
４

月
２

日
に

は
横
綱
白
鵬

と
日
馬
富
士

の
土
俵
入

り
が

奉
納

さ
れ

た
と

の
こ

と
。
玉

岡
さ

ん
は

、
弁

天
岳

に
登

ら
ず

中
門

で
合
流

。
 

螺
雲

師
は

、
こ

こ
で

行
者

か
ら
黒
衣

の
僧
侶
装
束

に
替
え

、
山
内

の
各

所
は

中
門

か
ら

根
本

大
塔

、
金

堂
の
御

本
尊
特
別

開
帳

、
不

動
堂

、
御
影

堂
な

ど
最

後
に
金
剛
峯
寺

に
つ

い
て

、
詳

し
く
丁
寧

に
説

明
と
案
内

を
し

て
頂

き
ま

し
た

。
 

小
雨

の
中

で
あ

り
ま

し
た

が
、
傘

を
差

す
こ

と
も

な
く
濡

れ
る

こ
と

も

気
に

し
な

い
真
摯

な
姿

に
は

、
師

の
人

と
し

て
の
素
晴

ら
し

さ
を
窺

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 

沢
山

の
参
詣

者
で
金
剛
峯
寺

の
案
内

時
に

、
沖

﨑
氏
等

は
他

の
団
体

と

流
れ

で
早

く
見

学
さ

れ
、
煙
草

を
吸

い
に

行
か

れ
た

と
の

こ
と

。
奥

の
院

口
( 一

の
橋

) に
未

だ
着

か
な

い
。

 

午
後

２
時
過
ぎ

螺
雲

師
よ

り
１

０
分

程
休
憩

と
の
声
！

 
朝
食

が
早

く

腹
ご

し
ら
え

す
る
様

に
言

う
と

、
一
斉

に
精

進
料
理

の
昼
食

。
一

時
は
断

食
修

行
か

と
・

・
・

・
・

。
沖

﨑
氏

は
、

玉
岡

さ
ん

と
合
流

し
、

高
野

山

大
学

に
駐

車
の

車
で

奥
の
院

・
中

の
橋

駐
車

場
へ
移

動
す

る
と

の
こ

と
。

 

 
 

 

午
後

か
ら

法
会

の
御

影
堂

 
 

奥
の

院
一

の
橋

に
て
 

参
道

の
墓
碑

は
苔
む

し
て
静
寂

を
保

ち
、

天
に

向
か

っ
て
聳
え

る
大

き

な
杉

木
立

は
、
荘
厳

そ
の

も
の

で
霊

場
の
雰
囲
気

を
感
じ

な
が

ら
弘

法
大
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師
廟

へ
歩

を
進
め

る
。

 

道
を
往
来

す
る

人
々

は
風

を
感
じ

、
煩
悩

に
さ

ら
さ

れ
て

い
る

日
常

か

ら
解

き
放

さ
れ

、
弘

法
大

師
の
徳

を
自

ら
の
体
内

に
取

り
込

ん
で

い
る

の

だ
ろ

う
か

、
山
内

の
墓

石
は
敵

も
味

方
も

、
宗
派

の
違

い
も

、
洋

の
東
西

も
な

く
、

キ
リ

ス
ト
教

の
墓
碑

ま
で
目

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

全
て

を
受
け
入

れ
る

お
大

師
、

山
の
鷹
揚

さ
な

の
か

、
密
教

の
奥
深

さ

な
の

か
、

神
も
仏

も
隔

た
り

な
く
受
け
入

れ
て

き
た

日
本

人
の
宗
教
観

な

の
だ
ろ

う
。

 

螺
雲

師
の

高
野

山
内

で
の

し
き

た
り
や

、
懇
切
丁
寧

な
説

明
全

て
を
記

す
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
蓮

の
な

い
高

野
山

で
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

が
蓮

の

替
わ

り
と

し
て

大
切

に
さ

れ
、

高
野
槙

が
お
墓

に
さ

す
花

と
し

て
利
用

さ

れ
、

お
米

の
と

れ
な

い
高

野
山

に
は
注
連
縄

の
代

わ
り

に
切

り
絵

が
、
利

用
さ

れ
て
来

た
こ

と
な

ど
独

自
の
文
化

も
育

ん
で

き
た

こ
と
や

、
胎
蔵
界

や
金
剛
界

の
曼
荼
羅

の
説

明
に

は
未
熟

な
私

に
は

、
十

分
理
解

で
き

た
と

は
言
え

ま
せ

ん
が

、
そ

れ
な

り
に

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

宗
教
都

市
と

し
て

の
霊

場
高

野
山

の
歴
史

、
文
化

を
学
ぶ

こ
と

が
で

き

た
の

は
、

玉
岡

前
代
表
や

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

が
培

っ
て

き
た

人
と

人
の
繋

が

り
の
素
晴

ら
し

さ
の
賜

で
あ

る
と

、
改
め

て
認
識

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

今

回
の

高
野

山
行

で
し

た
。

 

弘
法

大
師
廟
歩

の
参
拝

を
終
え

、
中

の
橋

駐
車

場
前

で
螺

雲
師

の
締
め

括
り

の
挨
拶

が
あ

り
解
散

。
 

運
転

者
は

、
沖

﨑
車

で
高

野
山

大
・

駐
車

場
へ

回
送

。
螺

雲
師

も
車

で

引
き
返

さ
れ

、
午

後
５

時
頃

、
中

の
橋

駐
車

場
で
見
送

っ
て
頂

き
、
無
事

帰
新

し
た

。
 

 

( 濱
野
記

) 

 


